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令和５年度 

学校評価アンケートのまとめ 

生徒 

≪学校評価アンケートについての特徴≫ 

昨年度に比べ、高評価の項目が多い。中でも学校行事に対する評価が高い。いじめ防止に対

しての丁寧な指導の項目が高くなっている。逆に予習復習など家庭学習への取組みに対する

評価はさらに低くなっている。また読書への取組みはやや改善がみられるものの低い状況で

ある。 

≪自由意見≫ 

トイレをきれいにして欲しい。洋式トイレを設置して欲しい。WiFi 環境など学習環境を整

備して欲しい。食べ物の自動販売機を設置して欲しい等の要望がある。 

 

保護者 

≪学校評価アンケートについての特徴≫ 

昨年度に比べ、高評価の項目が多い。中でも学校行事に対しての評価が高い。また、生活規

律についての指導方針、清掃の徹底、本校に通う意義なども、昨年度に引き続き高評価。逆

に PTA 活動への評価、学校の諸活動への協力、教職員とのコミュニケーションついては低評

価。 

 

≪自由意見≫ 

施設面では、エアコンを適切に運用して欲しい。音楽室にエアコンを設置して欲しい。スポ

ットクーラーを設置して欲しい。ロッカーの破損を何とかして欲しい。などの意見があった。

教職員に対しては、挨拶をして欲しい、教職員の言葉や態度を改めて欲しいなどの意見。生

徒指導については、夏場の制服の在り方、生徒の登下校の挨拶励行、生徒の交通ルールやマ

ナー意識の向上、その他学校ホームページの組織的な整備の意見が見られた。 

 

教職員 

≪学校評価アンケートについての特徴≫ 

・高かったのは、「個々を伸ばす教科指導に努めている」「自尊感情、自己有用感を持たせる

指導を行っている」「ルールを守る指導に心がけている」「ICT を取り入れた授業を行ってい

る」などの項目。逆に低いのは「業務改善のワークライフバランス」「授業研究の環境」「校

務分掌について」 

≪自由意見≫ 

・部活動の負担が大きい。生徒が落ち着いて過ごせるように行事の精選、分散化を進めてい

くべき。模試や講習、校則など、もっと生徒の側に立って改善していくべきだ。日常の生活

指導における教職員間の連携。より独創的な取り組みや他校との差別化を図った学校経営を

目指すこと。 


